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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５
♠ ５２ ♠ J６ ♠ K５２ ♠ K７ ♠ 10６３
♥ J９５３２ ♥ ５４ ♥ AQ４２ ♥ A10８６ ♥ 10６２
♦ J10８４ ♦ J10９７２ ♦ A７ ♦ AQJ５３ ♦ K10５２
♣ J６ ♣ QJ10３ ♣ K８６３ ♣ 10９ ♣ J10３

♠ K10９ ♠ AQJ８７３ ♠ A10８５ ♠ Q４３ ♠ A９７４ ♠ Q10３ ♠ J８６２ ♠ Q９ ♠ AKQ７ ♠ J
♥ ８６４ N ♥ AQ ♥ K９７ N ♥ AQ８３２ ♥ ７６５３ N ♥ J８ ♥ KQ９４２ N ♥ ７３ ♥ ９４ N ♥ AK５３
♦ AQ７２ W X E ♦ ９６５ ♦ AK８３ W │ E ♦ Q４ ♦ Q10３ W ― E ♦ J５２ ♦ K W ┼ E ♦ 10９８７４ ♦ AJ８７６３ W │ E ♦ Q
♣ Q８２ S ♣ 10４ ♣ ６２ S ♣ AK９ ♣ Q９ S ♣ A10７５２ ♣ K６２ S ♣ AQJ４ ♣ ２ S ♣ AKQ７６５４

♠ ６４ ♠ K９７２ ♠ J８６ ♠ Ａ10５４３ ♠ ９８５４２
♥ K10７ ♥ J10６ ♥ K10９ ♥ J５ ♥ QJ８７
♦ K３ ♦ ６５ ♦ K９８６４ ♦ ６２ ♦ ９４
♣ AK９７５３ ♣ ８７５４ ♣ J４ ♣ ８７５３ ♣ ９８

Ｎｏ．６ Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10
♠ J９８５４ ♠ ７３ ♠ K８３ ♠ ４３ ♠ A６５
♥ AQ10９２ ♥ Q９５２ ♥ A10９４ ♥ ６４ ♥ K８７６
♦ KJ ♦ AKJ３ ♦ K３ ♦ KQ10８３２ ♦ Q６
♣ ２ ♣ ７３２ ♣ QJ９５ ♣ ９６２ ♣ A10８２

♠ Q７ ♠ AK10６３ ♠ KQJ10９５ ♠ A８ ♠ ７４ ♠ AQ ♠ J８５２ ♠ AKQ10７ ♠ 10８４２ ♠ ９３
♥ K６５ N ♥ ― ♥ 10３ N ♥ ８６ ♥ KQ３ N ♥ J７６５２ ♥ QJ８７５ N ♥ A10 ♥ ９４ N ♥ A２
♦ 10８６４２ W ─ E ♦ ７５３ ♦ ８６ W ┼ E ♦ Q10５４２ ♦ AQ10６５ W X E ♦ J９７ ♦ ４ W ─ E ♦ A７ ♦ ９８４３２ W ┼ E ♦ AK７
♣ J６５ S ♣ Q10８７３ ♣ 10８６ S ♣ KQ９４ ♣ A８２ S ♣ K７３ ♣ QJ３ S ♣ AK８５ ♣ K６ S ♣ QJ７５４３

♠ ２ ♠ ６４２ ♠ J10９６５２ ♠ ９６ ♠ KQJ７
♥ J８７４３ ♥ AKJ７４ ♥ ８ ♥ K９３２ ♥ QJ10５３
♦ AQ９ ♦ ９７ ♦ ８４２ ♦ J９６５ ♦ J10５
♣ AK９４ ♣ AJ５ ♣ 10６４ ♣ 10７４ ♣ ９

Ｎｏ．11 Ｎｏ．12 Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15
♠ K８５４３２ ♠ ７ ♠ Q10６２ ♠ ９７５ ♠ AQ９５４
♥ ８４２ ♥ J10９６４３ ♥ K ♥ Q９６４２ ♥ A９
♦ Q10 ♦ ８５４ ♦ K９３ ♦ ２ ♦ A９８４
♣ ５３ ♣ Ｊ10４ ♣ KQ10３２ ♣ AQ10４ ♣ Ｊ３

♠ AQ10９ ♠ J６ ♠ KQJ８６４ ♠ 10９５３２ ♠ ９８４３ ♠ KJ７５ ♠ J３２ ♠ AQ ♠ K７２ ♠ J
♥ AKQ６ N ♥ ５３ ♥ ７２ N ♥ ― ♥ Q９７６３ N ♥ A10８４ ♥ J10８５３ N ♥ K ♥ Q８６ N ♥ KJ７５３２
♦ ８７４ W X E ♦ AJ６５ ♦ ９６ W │ E ♦ Q10２ ♦ Q４ W ┼ E ♦ AJ10８２ ♦ J９３ W Ｘ E ♦ Q10６４ ♦ Q10７５２ W │ E ♦ K６
♣ J６ S ♣ AKQ10２ ♣ Q９７ S ♣ A８６３２ ♣ ６４ S ♣ ― ♣ ８２ S ♣ J９７６５３ ♣ ９４ S ♣ AQ８６

♠ ７ ♠ A ♠ A ♠ K10８６４ ♠ 10８６３
♥ J10９７ ♥ AKQ８５ ♥ J５２ ♥ A７ ♥ 10４
♦ K９３２ ♦ AKJ７３ ♦ ７６５ ♦ AK８７５ ♦ J３
♣ ９８７４ ♣ K５ ♣ AJ９８７５ ♣ K ♣ K10７５２
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♠にＳが２♣のＯＣをした時に、Ｗのビッドは３♣のＣｕｅ-ｂｉｄ（左上：♠３枚以上とＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ
♠ ５２ P　　1♠　　2♣　　 3♣ 以上の強さを示す）と２♦（左下：Ｆｏｒｃｉｎｇ；３ＮＴを狙う含みあり）があるが、前者が良いと考える。
♥ J９５３２ P　　4♠　　ｅｎｄ ４♠/Ｅ　　ＯＬ：　♣Ｋ→♣２→♣Ｊ→♣10　　ＳはＮの♣が１枚か２枚と考えられるので、♣Ａを出し、
♦ J10８４ ♣９を続け（ダミ－の♣Ｑの威力を無くするためと暗に♦よりも♥が良いことを示す）、Ｎがラフし
♣ J６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｄｅｃｌａｒｅｒがオーバ－ラフした。Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて、４メイクにはルーザ－を♦♥ドチラか１個に

♠ K10９ ♠ AQJ８７３ P　　1♠　　2♣　　2♦ 止める必要がある。♦♥共にＫのフィネスが成功すれば良いが・・・・ＳがＯＣしているので♦Ｋ♥Ｋ
♥ ８６４ N ♥ AQ P　　2♠　　　P　3♠（4♠） 共にＳにある可能性もある。　兎に角、♦Ｋのフィネスが効かないとメイクのチャンスはないので、
♦ AQ７２ W X E ♦ ９６５ P　　4♠　ｅｎｄ　 第４トリックでは♠Ａを取り、♦５を出してダミ－から♦Ｑを出してこれが勝つと。♠１０を引いてハンド
♣ Q８２ S ♣ 10４ の♠Ｑでオ－バ－ティクする。ハンドから♦６を出し、Ｓが♦Ｋを出せばダミ－から♦２を出してＳの

♠ ６４ ♦Ｋに勝たせる！（これまでのプレ－でＳのハンドは♣６枚♠２枚有ったことが判明しているので、♦♥で５枚しかない）。
♥ K10７ ♦Ｋで勝ったＳがリードするのに困る。♣を出せばラフ＆ディスカ－ドになり、♥のリードは♥ＡＱへの打ち込みになって４メイク
♦ K３ になる(若し、♦が出てくる時は♦が３－３の分かれでダミ－の４枚目が勝てるハズ)。　尚、♦の２巡目にＳから♦Ｋが出ない時は、
♣ AK９７５３ ダミ－の♦Ａで勝ち、♦を引いてＳの♦Ｋにスローインの予定。　尚、Ｓがこのスローイン・プレ－を回避するのは♦の最初に♦Ｋを

出すことである。　Ｅが♦ＪＸ２枚の時に損になるが・・・・・。攻防で差の出るハンドである。

Ｎｏ．２
♠ J６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅが１♥ＯＰで、Ｗの１♠のレスポンスに対する１７ｈｃｐのＥのリビッドが Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ５４ 　1♥　　 P　　 1♠ 難しい。２♣か３♣か、或いは３♥か？２♣のリビッドの時はＷが３NTを 　1NT　　P　　2♣
♦ J10９７２ P　　2♣　　 P　　3NT ビッドすることになり、それ以上動けない（左上）。一方、Ｅのリビッドが P　　　2♥　　P　　3NT
♣ QJ10３ ｅｎｄ ３♣（ややｈｃｐ不足？）、３♥（♥は６枚ほしいが・・・）の場合は６♥に到達し ｅｎｄ

♠ A10８５ ♠ Q４３ そうである（Ｗの３♦は４ｔｈ-ｓｕｉｔ Ｆｏｒｃｉｎｇ）。なお、Ｅが１ＮＴでオ－プンした
♥ K９７ N ♥ AQ８３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 時（♥が５枚あるので少数派？）は３ＮＴになりそうである（右）。
♦ AK８３ W │ E ♦ Q４ 　1♥　　 P　　 1♠ ６♥/Ｅ　ＯＬ： ♦６　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見て♥が３-２の分かれなら、ウイナ-は♠１♥５♦３♣２の計１１で１個
♣ ６２ S ♣ AK９ P　　3♣　　 P　　 3♦ 不足。あと１個をどうするか？ ①♣の３巡目をダミ-でラフする　②♠ＫがＮにあることに賭ける？

♠ K９７２ P　　3♠　　 P　　4NT ①がより成功確率高い。ＯＬの♦はダミ-の♦Ａで勝ち（♣ラフ後のハンドへのエントリ-確保のため）、
♥ J10６ P　　5♠　　 P　　 6♥ ♥Ａ♥Ｋと♥を２回集め、♣Ａ♣Ｋを勝ち、♣の３巡目をダミ-でラフして、♦Ｑでハンドに戻り、♥Ｑで最後の
♦ ６５ ｅｎｄ ♥を刈り上げ、♠Ａでダミ-に入り♦Ｋを取ってハンドから♠を捨てれば６メイクする。
♣ ８７５４ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：♠２→♠５→♠Ｊ→♠Ｑ　となった時、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♠Ｋ♠９がＳにあると読めば７メイク

する。ＯＬが他のスーツの場合は６メイクが普通（♠をダミ-から♠Ｑに向けて引き、♠Ｋに負けるが
次に、♠Ａを取った時に運良く♠Ｊが落ちるので）。　ビッドでは６♥のスラムと３ＮＴ（ｏｒ４♥）が半々位と推定される。

Ｎｏ．３
♠ K５２
♥ AQ４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの２ＮＴにＮがリビットでパスするか３ＮＴにレイズするか微妙な判断であるが、最近は３ＮＴ
♦ A７ 　　　 　　P　　 P をビッドする人が大半である（１ＮＴ　１５～１７ｈｃｐであることも要因）。
♣ K８６３ 1NT　P　　 2NT　 P ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：　♣５　　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから考えて、♣１♥３♦２の６個は確実ながら３メイクの目処は

♠ A９７４ ♠ Q10３ 3NT　　ｅｎｄ 立てにくい。♦が３－３の分かれで♦で４個勝てることを願い、♥の４枚目か♠Ｋが勝てること
♥ ７６５３ N ♥ J８ （P） に期待するプレ－の計画を立てるのが最善（厳しい状況では自分に都合よく考えること）。　
♦ Q10３ W ― E ♦ J５２ そこで♣５→♣４→♣Ｑ→♣Ｋ　のあと、♦Ａを勝ち、♦７を出し、ダミ－から♦８を出す！♦１０で勝ったＷが
♣ Q９ S ♣ A10７５２ ♣９を返し、Ｅは♣Ａで勝つが、♣１０を勝つとＮの♣８がウイナ－になり、♥か♠を出しても♦が３－３の分れなので３メイクになる可能性

♠ J８６ が高い。Ｄｅｃｌａｒｅｒの最初のプレ－計画が大切であり、ＯＬの♣５にダミ－から♣４を出すのが重要。
♥ K10９ ２６テ－ブルのチ－ム戦で　３ＮＴ/Ｎ　　２１Ｔ；　３ＮＴ/Ｓ　２Ｔ；　１ＮＴ/Ｓ　２Ｔ；　３♦/Ｓ　１Ｔであり、３ＮＴの中、メイクは１１Ｔで、
♦ K９８６４ １～３ダウンが１２Ｔでした。
♣ J４
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Ｎｏ．４
♠ K７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ＡのないＷのハンドで１♥のＯＰするか？　スタンダ－ドの場合、１ＮＴの Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ A10８６ 1♥ レスポンスの時パスし、２♣の時は２♥をリビッドすることになり、あまり  P
♦ AQJ５３ 2♦　　P　　　P　　Ｘ 薦められない。　２/１＆Ｆｏｒｃｉｎｇ1ＮＴの時は１♥でＯＰしてもリビッド 1♦　　P　　1♠　　2♥
♣ 10９ P　　P（2♥）　　ｅｎｄ に困らない。Ｗが１♥でＯＰするとＮが２♦のＯＣをして、Ｅ-Ｓが共に ｅｎｄ

♠ J８６２ ♠ Q９ パスた時にＷのリビッドはパスｏｒダブル（テイクアウト）？
♥ KQ９４２ N ♥ ７３ ♠が４枚あるのでダブルしたい気持ちが強いが♦Ｋが役立たない可能性が高いないハンドなのでパスしても良い。Ｗがダブルを
♦ K W ┼ E ♦ 10９８７４ 掛けた時、♥♠が共に２枚のＥの判断は難しい！　パス、２♥ ｏｒ ３♣？ＢｏｔｈＶｕｌなので３♣のビッドは避けたい。　２♦を落とす自信
♣ K６２ S ♣ AQJ４ はないがオ－バ－トリックはないと考えて、パスするか１ダウンしても仕方なしとして２♥をビッドするかはＥの判断。

♠ Ａ10５４３ 一方、Ｗが最初パスすると右のようにＷが２♥のＯＣをしてそのまま決まる。
♥ J５ ２♦Ｘ/Ｎ　　ＯＬ：♥７→♥５→♥Ｑ→♥Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見ると♠２♥２♦４勝てれば２メイク可能なので、♠７を出してダミ－の♠Ａに
♦ ６２ 入り、♦を出すとＷから♦Ｋが出てハンドの♦Ａで勝つ、♦Ｑを勝ち♥６を出して♥Ｋに負ける。Ｗが♥を出してくればＥにラフさせる。
♣ ８７５３ この後♣を攻められても３巡目をラフ出来れば２メイクはする（＋１８０）。

２♥/Ｗ　　　ＯＬ：　♣１０　　ダミ－の♣Ａで勝ち♥を出してハンドから♥Ｋを出す。これが勝てば♣Ｋを取り♣を出す。この後１～２
ダウンになりそうである。何れにしてもＮＳにプラススコアーが付くがＢｏｔｈＶｕｌなのでＥのビッドでの判断は悩ましい。

Ｎｏ．５
♠ 10６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅが２♣でオープンすると如何にしてスラムに到達するかが問題となる。左のビットは１例で、
♥ 10６２ P　　2♣　　　P　　2♦ 他のビッドシ－ケンスもあると思います。
♦ K10５２ P　　3♣　　　P　　4♦ Ｗから見てＥが最低２０ｈｃｐあるのでスラムは確実で、６♣と６ＮＴドチラを選択するかである。
♣ J10３ P　　4♥　　　P　 4NT ペァー戦では６ＮＴでチーム戦では６♣が安全かも知れない。

♠ AKQ７ ♠ J P　　5♦　　　P　 6NT ６ＮＴ/Ｗ　６♣/Ｅ共にＯＬが何でも７メイク確実。
♥ ９４ N ♥ AK５３ 　（ 6♣） １８テ－ブルのチーム戦でのコントラクトは　７ＮＴ　１Ｔ、６ＮＴ　１０Ｔ、６♣　２Ｔ、　５♣　１Ｔ、４ＮＴ　1Ｔ、
♦ AJ８７６３ W │ E ♦ Q ３ＮＴ　３Ｔ　で意外にスラムに行かなかったペア－が多く出ました。Ｅが１♣でオープンするとスラム
♣ ２ S ♣ AKQ７６５４ に到達するのが難しい？（Ｍｉｎｏｒスーツでの２オ－プンには９トリック強以上あることが望ましい

♠ ９８５４２ ので、１♣でオープンする人が多かったかも知れない）。（４ＮＴ以後のビッドはペア－により異なる。5♦　ＫｅｙＣａｒｄ　０ｏｒ３枚)
♥ QJ８７
♦ ９４
♣ ９８

Ｎｏ．６
♠ J９８５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥オープンに対して、Ｎは４♥は勿論、Ｓのハンドによっては Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ AQ10９２ 　 P　　 1♥　　 P スラムの可能性が高いと感じられるのでビッドに注意が必要。 　 P　　 1♥　　 P
♦ KJ 1♠　　P　　2♣　　　P １♠でレスポンスすると、Ｓはリビッドで２♣をビッド（１２～１７ｈｃｐ 4♣　　P　　4♥　　ｅｎｄ
♣ ２ 4♥　　ｅｎｄ の可能性あり）するので、Ｎでビッドに困り、６♥に未練を残しな

♠ Q７ ♠ AK10６３ がら４♥をビッドすることになる。
♥ K６５ N ♥ ― 一方、Ｎがレスポンスで♠を示さず、４♣（Ｓｐｌｉｎｔｅｒ Ｃｏｎｖ．４枚サポ－ト１０～１４ｈｃｐ、♣０～１枚を示す）をピッドした場合、
♦ 10８６４２ W ─ E ♦ ７５３ Ｓは♥が弱く、♣に絵札が多く、全体の強さも普通でスラムはないと判断して４♥をビッドしてサインｏｆｆする。
♣ J６５ S ♣ Q10８７３ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：♦４？　　♥１０枚カ－ドであり、定石通り♥Ｋのフィネスをして６メイクになる。

♠ ２ このハンドはチ－ム戦１４テ－ブルでプレ－されたが、スラムをビッドしたペア－は無かった。スラムに行かないことがペア－
♥ J８７４３ で納得（理解が共有）出来ていることが大切です。
♦ AQ９
♣ AK９４ ＊　Ｊａｃｏｂｙ ２ＮＴ（３ＮＴ）を使用している時は、Ｓｐｌｉｎｔｅｒ Ｃｏｎｖ．を９～１１ｈｃｐで使用するペア－もあります。
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Ｎｏ．７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥のＯＰにＷがパスした時は、Ｎが３♥のジャンプレイズ（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ）し、Ｓが４♥にレイズする
♠ ７３  1♥　　 P （１３ｈｃｐであるが絵札が♥♣に集中しているので良いハンド）。Ｗがパスせずに２♠のジャンプＯＣ
♥ Q９５２ 3♥　　P　　4♥　　ｅｎｄ （Ｖｕｌであり危険だが）を掛けた時はＮは何をビッドするか？　３♥、４♥　？？ ３♥は中途半端な感じで
♦ AKJ３ 無責任。♦ＡＫがあり♥Ｑ９ＸＸであるので一気の４♥を推奨する。
♣ ７３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｓ　　ＯＬ： ♠Ｋ　Ｅは♠Ａでオーパ－テイクし、♠８を返す。Ｗは♠Ｑを続け、Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♥Ｑ

♠ KQJ10９５ ♠ A８  1♥　　2♠ でラフする。４メイクには♣のルーザ－を１個に抑える必要がある。それが可能なケースは ① ♦ＱがＷ
♥ 10３ N ♥ ８６ 4♥　　ｅｎｄ にあり、フィネスが成功する（確率５０％）　② ♦Ｑが♦が１～３枚のハンドにあり、♦Ｊが勝てる（確率３４．
♦ ８６ W ┼ E ♦ Q10５４２ ５％）、③ ♦ＫＱがＥに集中している（確率２５％）である。　プレ－方針は如何するか？　♥を２～３巡集
♣ 10８６ S ♣ KQ９４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ め♦Ｑのフィネスをする①のプレ－を選択するのが普通である。そこで♥Ａ♥Ｋと勝つと♥が２－２である。

♠ ６４２  1♥　　2♠ ♦Ａを勝ち、でハンドに戻るため♣２をハンドに戻るため♣２を引き、Ｅから♣Ｌｏｗが出れば③のケ－スを
♥ AKJ７４ 3♥　　P　　　P　　ｅｎｄ 狙ってハンドから♣Ｊを出すＤｅｃｅｐｔｉｖｅプレ－が面白い。♣Ｊが勝てるので♦Ｑのフィネスが成功しなくて
♦ ９７ ても４メイクになる。しかし、Ｅが♣ＫｏｒＱ（２nd Ｈｉｇｈ）を出し、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♣Ａで勝つと♦Ｑのフィネスに
♣ AJ５ 賭けることＩなり、１ダウンになる。一方、Ｄｅｃｌａｒｅｒが♣Ａを出さずにＥに勝たせるとどうか？Ｅはには♦Ｑ10５４♣Ｑ９４が残っているが、

Ｅは何を出すべき？　♣４を出せばＤｅｃｌａｒｅｒは♣ＱがＥに在ることには賭けられないので、♣Ａを出さざるを得ない！　Ｅが♣Ｑを出
すと４メイクになる。実戦心理で攻防とも間違い易いハンドである。

Ｎｏ．８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗが１ＮＴでオープンすると２♦のＪａｃｏｂｙ Ｔｒ．経由でＥが３ＮＴを Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ K８３ 　 　　 1NT ビッドし、Ｗがパスするか、♠が弱いので４♥を選択するかだが、後者     　　1♦
♥ A10９４ P　　 2♦　　 P　 　2♥ を薦める（左）。　一方、Ｗが１♦でオープンし、Ｎがダブルを掛けると Ｘ　　ＸＸ　　1♠　 2♦
♦ K３ P　　3NT　　P　　 4♥ Ｅがリダブルを掛け、Ｗの２♦リビッドにＥが３NTをビッドする（右）。 P　　3NT
♣ QJ９５ 　（ P ） ４♥/Ｗ　　ＯＬ：　♣Ｑ　ハンドの♣Ａで勝つ。メイクには♣２♦４個勝てれば

♠ ７４ ♠ AQ ♠１♥３個勝てば良いので、♥で２ル－ザ－出ても良いが、♥Ａに負けた時、♣Ｋを飛ばされるので
♥ KQ３ N ♥ J７６５２ ♥が３－２の別れか、♦ＫがＳに無いと４メイクは苦しい（ハンドの♦でダミ－の♣のルーザを捨てる余裕がない）。
♦ AQ10６５ W X E ♦ J９７ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♠Ｊ　→♠４→♠Ｋ→♠Ａ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒから見ると、♠と♣で４勝確実なので、♥と♦で５勝出来れば良い。
♣ A８２ S ♣ K７３ 如何にプレ－するか？　♦Ｋのフィネスが成功すれば（ビッドから大部分の絵札はＮにあるので成功の可能性少ない）問題ないが

♠ J10９６５２ 不成功の時には、１ダウンの可能性大。安全な解決策はあるか？第２トリックではハンドから♣３を出し、ダミ－の♣Ａに入り、♥３
♥ ８ を引いて（♥Ｋや♥Ｑは出さない）ハンドから♥Ｊを出す！　これが勝てれば♥は続けずに、♦Ｋのフィネスを行う。これが不成
♦ ８４２ 功でも♦で４勝出来るので３メイク確実になる。一方、♥３にＮが♥Ａを出して勝ち、♠を出してくれば、♠Ｑで勝ち♥で４勝出来るので、
♣ 10６４ ♦はＡを勝てば良く３メイク確実である。　　３ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：　♣Ｑ　　１度ダックし、２巡目の♣をハンドの♣Ａで勝ち、♥Ａの追い出し

て、♦Ｋのフィネスを行えば３メイクは固い。　ＯＬ：　♥４　の時も、♥Ａと♦Ｋに負ければ４～５メイクになる。

Ｎｏ．９
♠ ４３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅのハンドが強すぎてビッドが難しい。Ｓｔｒｏｎｇ ２（２♣、２♦、ｏｒ２♠） Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ６４ P　　2♦　　　P　　2♥ でオ－プンしてもスラムに到達出来るかは微妙。Ｗでの判断になる。 P　　2♠　　　P　　3♥
♦ KQ10８３２ P　　2NT　　P　　3♣ 左のビッドでＥの２ＮＴ(２５ｈｃｐ ｕｐ）に対するＷの３♣はＳｔａｙｍａｎ P　　3NT　　P　　4NT
♣ ９６２ P　　2♠　　　P　4NT （普通、ｏｒ Ｐｕｐｐｅｔ　？）。　４ＮＴのＫｅｙ Ｃａｒｄ Ａｓｋ．に対する５枚の P　　5♣　　　P　　6♠

♠ J８５２ ♠ AKQ10７ P    5♠  　 P    6♠ カ－ドが全部揃っている時の返事が曖昧であると５♠で止まってしまう。 ｅｎｄ
♥ QJ８７５ N ♥ A10 ｅｎｄ ６ＮＴ、６♠，６♥共ビッドすれば何れも簡単に６メイク。
♦ ４ W ─ E ♦ A７ このハンドのビッドに対する意見は色々あると思います。
♣ QJ３ S ♣ AK８５ （2♦　21～の♦ｏｒ ２６Ｔでプレ－されたチ－ム戦では７♠/Ｅ　　１Ｔ；　６♠/Ｅ　１１Ｔ；　５♠/Ｅ　３Ｔ；　　４♠/Ｅ　７Ｔ

♠ ９６ 2ＮＴ Ｒｅｂｉｄの時25ｈｃｐ＋） ６ＮＴ/Ｅ　１Ｔ；　　３ＮＴ/Ｅ　２Ｔ；　５♥/Ｗ　１Ｔ
♥ K９３２ 　
♦ J９６５ ＲＫＢＣ（１４３０）の時のレスポンス： 　1、４枚　５♣；　３，０枚　５♦；　　２，５枚　Ｑなし；　２，５枚　Ｑあり　５♠
♣ 10７４ （Ｋｅｙカード５枚が揃っていることはメッタニないので、普段意識していないが一般にはこの様に使われている。

ペア－により違ったレスポンスもあるかも知れない）。
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♠ A６５
♥ K８７６ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♣のＯＰに対して、Ｗは３ｈｃｐの弱いハンドであるが、Ｅの♣は３枚の可能性もあるので、
♦ Q６ 　1♣　　 P　　　1♦ 取りあえず１♦でレスポンスする（Ｅが何をリビッドしてもパスの予定）。
♣ A10８２ Ｘ　　2♣　　3♥　　　P Ｎはテイクアウトダブルを掛け、Ｅの２♣リビッドにＳは２♥と３♥のドチラでテイクアウトするか？

♠ 10８４２ ♠ ９３ 4♥　　ｅｎｄ ♥と♠にシーケンスの絵札が集中し、♥が５枚あるので、３♥（Ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎの強さ有り）が良いと
♥ ９４ N ♥ A２ 考える。　２♥のテイクアウトは♥４枚と６～９ｈｃｐ位を示すが、Ｎは３♥にレイズし難くパスになる。
♦ ９８４３２ W ┼ E ♦ AK７ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：　♣Ｋ　　ダミ－の♣Ａで勝ち、♥Ａを追い出し♥が２－２の分れなので４メイクは固い。♥Ａで勝ったＥが直ぐに
♣ K６ S ♣ QJ７５４３ ♦ＡＫを勝たないと、５メイクになる（♠の４枚目でダミ－の♦１枚を捨てる）。

♠ KQJ７
♥ QJ10５３
♦ J10５
♣ ９

Ｎｏ．11
♠ K８５４３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの１ＮＴに対してマイナ－が強くて１５ｈｃｐあるＥはスラムの Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ８４２ 　P　　1NT 可能性も考えたい。そこで直ぐ４ＮＴをビッド（右：接近原理） 　P　　1NT
♦ Q10 P　　 2♠　　P  　2NT して６ＮＴをビッドすることも考えられるが、Ｗのハンドの様子 P　　 4NT 　P  　5NT
♣ ５３ P　　 4NT　P　 　5♥ を探るため２♠（Ｍｉｎｏｒ Ｓｔａｙｍａｎ Ｃｏｎｖ．）をビッドするのが P　　 6NT　　ｅｎｄ

♠ AQ10９ ♠ J６ P　　 6NT  end 良い（左）。この後、２ＮＴ（４枚のＭｉｎｏｒ否定）のレスポンスに 　（P）
♥ AKQ６ N ♥ ５３ ３ＮＴでと止まるかスラムトライをするかはレスポンダーが決めること。
♦ ８７４ W X E ♦ AJ６５ ４ＮＴ（Ａ-ａｓｋｉｎｇ ｏｒ 接近原理？）でＡの枚数確認後（Ｍｉｎｏｒ Ｓｔａｙｍａｎ を使用後なので４♣のＧｅｒｂｅｒ Ｃｏｎｖ．は６枚以上の♣Ｓｕｉｔ
♣ J６ S ♣ AKQ10２ を示すのと紛らわしい）、６ＮＴに到達したい。　ただし、６ＮＴへの到達は簡単でなく、１４テーブルのチ－ム戦のコントラクトは

♠ ７ ６ＮＴ　６Ｔ；　５ＮＴ　１Ｔ；　４ＮＴ　３Ｔ；　３ＮＴ　４Ｔであった。
♥ J10９７ ６ＮＴ/Ｗ　　ＯＬ：　♠４　ｏｒ　♣５　何れにしても　♠Ｋを追い出せば６メイクは固い。　ＯＬが♦であれば６ＮＴはダウンするが、このハンド
♦ K９３２ ではＯＬに選択できない。　
♣ ９８７４

Ｎｏ．12 ＤｅｌａｒｅｒのＷがパス（左）するかＷｅａｋ２♠でＯＰする（右）かにより Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドの展開が大きく変わる。 2♠
♥ J10９６４３   P パスした場合２４ｈｃｐの非常に強いハンドのＳは２♦、２♣のドチラ P　　 4♠   5♥　　P
♦ ８５４ P　　　P　　2♣　　 P かでＯＰする（Ｓｔｒｏｎｇ２♥使用の時は２♥）。以後、ペア－の約束で ｅｎｄ 　( 5♠
♣ Ｊ10４ 2♦　　P　　2♥　　 P 様々なビッド経過があるが４～６♥に到達。スラムの判断はＳがする。 P　　　P　　Ｘ　　ｅｎｄ）

♠ KQJ８６４ ♠ 10９５３２ 4♥　　ｅｎｄ 一方、ＷがＷｅａｋ２♠で出ると、ＥはＥＷで１２～１４ｈｃｐ位しか無い
♥ ７２ N ♥ ― のが判るので４♠をビッドして相手のビッド邪魔する。これに対してＳは Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♦ ９６ W │ E ♦ Q10２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ダブルか５♥をビッドすることになる。　５♥に対してＥで５♠をビッドする 2♠
♣ Q９７ S ♣ A８６３２   P かも知れない（♠５♣Ａと♥ラフ２回の８個は勝てて多くても３ダウンで P　　　P　　Ｘ　　　P

♠ A P　　　P　　2♦　　 P 止まるとの判断・・・）。５♥/Ｓ　　ＯＬ：♠Ｋ　　♥を集め♦Ｑのフィネスを 3♥　　P　　4♥　　 P
♥ AKQ８５ 2♥　　P　 2NT　　 P 試す余裕があるので６メイクする。　５♠Ｘ/Ｗ　　ＯＬ： ♥Ｊダミ－で P　　 4♠　 5♥　（5♠）
♦ AKJ７３ 4♥　　P　　6♥  　ｅｎｄ ラフし♠を集めた後、♣をダミ－から♣Ｑに向けて出すことで２ダウンで ？？？ （2♠　Ｗｅａｋ）
♣ K５ 　（4♦） 　 （5♥） 済む（ー３００）。

２４テーブルのチーム戦で　６♠Ｘ　２Ｔ；　５♠Ｘ　５Ｔ；　４♠Ｘ　２Ｔ；　　６♥　Ｍ ６Ｔ　1Ｄ ３Ｔ；５♥　７Ｔ；
４♥　１Ｔ。　６♥までビッドしたテ－ブルが１１テ－ブルある（６♠Ｘを含む）。
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♠ Q10６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎが１♣でＯＰして、Ｅがテイクアウトダブルをかけた後、Ｓがここで２♣か３♣ビッドした時、どんな
♥ K 1♣　　Ｘ　　3♣　 　P ハンドを意味するかはペア－により差があり、様々なビッド経過をたどりそうである。
♦ K９３ 4♣　　P　　P ＥＷが♥で競って来ても３～５♣で決まりそうである。
♣ KQ10３２ 　（ 5♣ ）　ｅｎｄ ３～５♣/Ｎ  　ＯＬ：　♠５　ｏｒ　♥Ａ　？　♥１♦３のル-ザ-が出て普通は３メイクだが、♠と♥を２回づつ

♠ ９８４３ ♠ KJ７５ ラフして、♠の４枚目でＥにスローインする（ダミ-から♦を捨てる）と４メイクになる。ルーザ－は♠１
♥ Q９７６３ N ♥ A10８４ ♥１♦１のみ。Ｄｅｃｌａｒｅｒが自分（ダミ－）から♦を触ると♦で３ル－ザ－生じる。
♦ Q４ W ┼ E ♦ AJ10８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｗ　　ＯＬ： ♣Ｋ　　ダミ－でラフし、♥Ａを取るとＮから♥Ｋが出るので、♥を引いてハンドの
♣ ６４ S ♣ ― 1♣　　Ｘ　　2♣　　2♥ ♥Ｑに入り♥Ｊを残したまま♦Ｑを出して♦Ｋのフィネスをする。これが成功し、♦を続けハンドから♠を

♠ A 3♣　 3♥　 4♣  　 P 捨てる。Ｓがどの段階でラフしても、Ｓは♣か♠Ａを出すしかない。♣を出せばダミ－でラフする。
♥ J５２ 　（4♥ 残りの♦を勝ち、ハンドから♠を捨てるので５メイクになる。
♦ ７６５ 5♣・・・・・？）
♣ AJ９８７５

Ｎｏ．14
♠ ９７５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅがこのハンドで１♣のオープンするのはどうかと思うが・・・・。 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ Q９６４２ 　1♣　　 Ｘ　　　P 何れにしても４♠/Ｓになる。 　 P　　　1♠　　P
♦ ２ 1♥　　P　　1♠　　　P ４♠/Ｓ　　ＯＬ：♥J→♥Ｑ→♥Ｋ→♥Ａ　　♠ＡがＥにあるとしても 2♠　　P　　　3♠　　P
♣ AQ10４ 2♠　　P　　3♠　　　P ♠で２個負けるのは避けられないので、♦を２回ダミ-でラフする 4♠　　ｅｎｄ

♠ J３２ ♠ AQ  4♠　　ｅｎｄ することを念頭にプレ-を組み立てる。　そこで第２トリックでは
♥ J10８５３ N ♥ K ♦Ａを勝ち、♦５を出してダミ-でラフ、♣４を出してハンドの♣Ｋに
♦ J９３ W Ｘ E ♦ Q10６４ 入り、♦７を出してダミ-でラフ、次いで♣Ａを出してハンドから♥７を捨てる。♠９を引くとＥから♠Ｑが出て、ハンドの♠Ｋを
♣ ８２ S ♣ J９７６５３ かぶせるとこれが勝てるので、５メイク確実となる（ルーザーは♠２個のみ）。 尚、♠９を出す前に♣Ｑを出してハンドから

♠ K10８６４ ♦８を捨てるプレ－はＷでラフされ、Ｗから♥１０が出されるのでハンドでラフし、♠を負けに行くと♠Ｑで勝ったＥから♣が出され
♥ A７ ハンドでラフするもＷでオーバ－ラフされ１ダウンになる危険性があり良くない（♦の５枚目は長さで勝てるので捨てる必要が
♦ AK８７５ ない）。♦７を処分した後は切り札を集めるのが先決となる。
♣ K

Ｎｏ．15
♠ AQ９５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３ｒｄハンドのＮが１♠でオープンし、♠と♥の競り合いになり３～４の代に上がり、何処で決着
♥ A９ 　P　　　P するのが良いかはビッド段階での判断難しい。　競り合いでは、コントラクトを必ずしもメイク
♦ A９８４ 1♠　 2♥　　2♠　　3♥ 出来る必要はなく、予想として悪い結果にならないとの目処が立つかである。
♣ Ｊ３ 3♠　　P　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：♠３→♠２→♠Ｑ→♠Ｊ　　Ｎは♣Ｊを返す。　２ダウンになりそうである。

♠ K７２ ♠ J （4♥　　4♠？？） ４♠/Ｎ　　ＯＬ：♥５？（Ｗに♥Ａｏｒ♥Ｑは在るとして）　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♥Ａで勝ち、♥９を
♥ Q８６ N ♥ KJ７５３２ 出して負けに行くのが面白い（他にハンドから急いで出すス－ツない）。♣Ｋのスチールが
♦ Q10７５２ W │ E ♦ K６ 効くので１ダウンで済む（各ス－ツに１ル－ザ－出る）。
♣ ９４ S ♣ AQ８６ 互いに９枚スーツでの争いで３メイクは出来ても４メイクは出来ない典型的ハンドである。ビッドとしては４♥まで競るのが

♠ 10８６３ 最善である。ただし、ＮＳに４♠まで競られてダウン出来なかった時は被害が大きい！
♥ 10４
♦ J３ お互いに９枚フィットで４の代で競り合った場合、ドチラも１ダウンか、一方が４メイクする場合他方は２ダウンすることが
♣ K10７５２ 多いとされている（トータルトリックの法則）。

以上
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